
2024 年度 福祉助成金（活動助成）成果報告書  

 

 

ふりがな えぬぴーおーほうじんゆいか 

団体名 NPO 法人ゆいか 

代表者名 福原寛人 

連絡先 

住所 岡山県津山市近長 641-1 

TEL 0868-32-9340 

E-mail yuika.npo.0004@gmail.com 

URL https://npo-yuika0004.com/ 

設立年（西暦）    2020   年 

助成活動名 子どもの居場所づくり事業 

助成額   2,000,000   円 

活動内容 

目的 

本事業は、社会的養護下にある児童や、生活困窮家庭の子どもたちが、安心し
て過ごせる「子どもの居場所」を提供することにより、孤立を防ぎ、生活習
慣・学習習慣の定着、自己肯定感の向上、他者とのコミュニケーション力の育
成を目的として実施しました。 
申請時に掲げた目的をふまえ、食事提供と体験活動を通じて、子どもたちが

安心して過ごせる時間と空間を確保し、地域との繋がりを感じられるよう努め
ました。また、保護者への声かけや相談支援を通して、家庭の課題にも寄り添
い、包括的な支援の実現に取り組みました。 
 
 

内容 

週 3 回の子どもの居場所を開放し、安心して過ごせる環境を提供しました。
普段は、学校帰りやバス・汽車・塾・部活の待ち時間に、子どもたちがふらっ
と立ち寄り、自由に過ごす居場所として多く利用されました。 
年間を通じて、クリスマス会、ハロウィン、バレンタイン、宿泊研修会、誕

生日会など、季節感のある行事も企画・実施しました。クリスマス会では、ケ
ーキ作りやリース作りの体験活動を通じて創作と交流の機会を提供しました。 
また、宿泊研修会では、底引き網体験、備前焼体験、高床式住居での宿泊、

火起こしや飯盒炊飯など、自然と生活に関わる体験活動を行い、子どもたちの
自己肯定感や協働力の向上を図りました。スキー教室も実施し、冬季の運動体
験の場を提供しました。 
日常の活動としては、居場所内に学習スペース、談話スペース、くつろぎス

ペースを設け、来所した児童が宿題や勉強に取り組めるように支援したり、居
場所として機能できるように努めました 
さらに、児童相談所からの問い合わせを受け、家庭内が不安定な児童の一時

的な受け入れも行い、居場所が福祉的な支援の一端も担いました。 
 
 
 

当初の
計画か
らの変
更点 

当初予定していた週 3 回の開放を基本としつつ、季節行事や体験活動（ハロウィ
ン、バレンタイン、誕生日会、クリスマスのケーキ作り・リース作り体験、宿泊
研修での火起こし・飯盒炊飯・底引き網体験など）を加えることで、子どもたち
が参加しやすくなるよう工夫しました。 
 当初想定していたほどの利用者数には達しませんでした。特に、生活困窮家庭
や発達特性のある子どもたちへの周知は、個人情報保護や市とのケース共有の難



しさがあり、対象家庭への直接的なアプローチが困難だったため、利用が広がり
にくい状況がありました。 
宿題サポートなどの学習支援を想定していましたが、実際には高校生の利用が

多く、静かな居場所としての利用が中心となりました。勉強を教えるというより、
過ごす場所としての見守り的支援が主となりました。 
保護者支援は、週 1 回の相談専門員による対応を予定していましたが、実際に

は相談件数が限定的であり、日常的な関わりの中で必要に応じて職員が対応する
柔軟な運用となりました。 
 

成果 

年間でのべ 418 名の児童の居場所利用がありました。(月平均は 約 34.8 人。) 
週 3 回の開所を継続し、年間を通じて多くの児童が居場所を利用しました。

居場所には、学校帰りや塾・バス・汽車の待ち時間にふらっと立ち寄る児童が
多く、子どもたちが安心して自由に過ごせる場所として定着しました。 
「ここが心地よい」「もっと開けてほしい」と話す児童もおり、自分のペース

でくつろげる居場所として信頼されていることがうかがえました。中には、友
達を誘って一緒に来る児童や、毎回継続して通う児童もおり、居場所が子ども
同士のつながりや安心感を育んでいる様子が見られました。 
学習スペースでは、宿題や自主学習を目的に来所する児童もおり、「集中して

勉強できる場所」としても活用されました。また、空腹を訴える児童には軽食
を用意し、心と体の両面での安心感を支える取り組みも行いました。 
年間を通じて行ったイベントには多くの子どもが参加し、特にクリスマス会

では 23 家庭・児童 50 名が参加し、ケーキ作りやリース作りなどを通じて創作
や交流を楽しみました。宿泊研修会には 20 名の児童が参加し、備前焼体験、底
引き網や高床式住居での宿泊、火起こしや飯盒炊飯など、自然体験を通じて自
己肯定感や協働性の向上を図りました。スキー教室では 12 名の児童が冬季の運
動体験を楽しみました。 
これらの活動に対し、「家庭ではなかなか連れて行くのが難しい体験なので助

かる」「準備が大変なのでありがたい」といった保護者の声もあり、家庭を支え
る役割も果たすことができました。 
こうした継続的な参加や前向きな声から、子どもたちが「自分の居場所」と

して居心地のよさや楽しさを感じているとともに、保護者や地域にとっても頼
れる存在となっていることが実感できました。 

 

今後の課題と対
応策 

現在の利用者は口コミや紹介が中心であり、支援が必要であっても居場所の存在を知ら
ない家庭や子どもが一定数いると考えられます。また、市や関係機関との情報共有・連携
も限られており、地域とのネットワーク構築が今後の課題です。 
令和 7 年度はキッチンカーを活用し、地域の人が集まる公民館やマルシェイベント、子

ども向け行事などに積極的に出向いて、出張子ども食堂や体験活動を行います。「RING」
の活動を広く知ってもらい、他の子ども食堂・子どもの居場所・教育イベントと連携でき
る関係性の構築を目指します。 
自立援助ホームの入居者や、就労に困難を抱える若者にとって、実践的な就労体験の場

が限られており、次のステップへ進む足がかりとなる機会が必要です。 
キッチンカーでの活動において、若者の就労体験の場とし、支援者が伴走しながら接

客・調理・運営に関わる経験を積めるようにします。段階的に、仕入れやコスト計算など
の経営的視点を学べる機会も提供し、本人の状況に応じた実践的な学びにつなげます。 
居場所を必要とする児童に直接的な支援の機会を届けるには、より幅広いフィールドへ

の働きかけが求められています。 
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